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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の錠剤が収容可能な凹部と、前記凹部の開口を閉塞する封止部材と、を有する錠剤
包装体であって、
　前記封止部材は、前記凹部とイージーピール方式で開封可能とされており、
　前記凹部の縁が前記封止部材によって線状に封止されているとともに、
　前記凹部と前記封止部材とが、前記縁の一部において剥離しないように封止されている
ことを特徴とする錠剤包装体。
【請求項２】
　前記封止部材を開封する際の剥離強度が、開封途中の剥離強度より低い請求項１に記載
の錠剤包装体。
【請求項３】
　開封開始地点の接着領域の幅をＡとし、開封終了地点の接着領域の幅をＢとしたとき、
Ａ＜Ｂを満たす請求項１または２に記載の錠剤包装体。
【請求項４】
　前記凹部が複数設けられ、前記凹部毎に前記凹部の周囲に溝または切れ目が設けられ、
前記凹部毎に分離可能に形成されている請求項１から３のいずれか１項に記載の錠剤包装
体。
【請求項５】
　前記封止部材は、前記凹部毎に設けられている請求項１から４のいずれか１項に記載の
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錠剤包装体。
【請求項６】
　前記凹部の高さは、前記錠剤の高さ以上で前記錠剤２個分の高さ以下である請求項１か
ら５のいずれか１項に記載の錠剤包装体。
【請求項７】
　前記封止部材は、巻回性を有し、前記凹部から前記封止部材を剥離する際に前記封止部
材が凹部と反対方向に反り形状となることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に
記載の錠剤包装体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、錠剤包装体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複数個の薬剤を飲む患者が、薬剤を飲み忘れたり、薬剤を飲み間違えたりすることを防
止するために、病院および調剤薬局では複数個の薬剤を一包化することが行われている。
【０００３】
　例えば、このような一包化用の薬剤パックとして、複数個の凹部を有する容器と、容器
を密封するシールを有する台紙とを備える薬剤パックが提案されている（例えば、特許文
献１参照）。この薬剤パックは、１個の凹部に複数個の薬剤を収納することで、薬剤を一
包化することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－０００４８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
しかしながら、特許文献１記載の薬剤パックにおいては、封止部材を破って薬剤が取り出
される。そのため、お年寄り又は手先の不自由な患者が力不足で封止部材を破ることがで
きず、薬剤を薬剤パックから取り出すことができないおそれがある。また、破った封止部
材を誤飲してしまうおそれがある。
【０００６】
本発明の目的は、容易に錠剤を取り出すことができる錠剤包装体を提供することである。
また、本発明のその他の目的は、患者の誤飲を防止できる錠剤包装体を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的は、下記（１）～（７）の本発明により達成される。
（１）複数の錠剤が収容可能な凹部と、前記凹部の開口を閉塞する封止部材と、を有する
錠剤包装体であって、前記封止部材は、前記凹部とイージーピール方式で開封可能とされ
ており、前記凹部の縁が前記封止部材によって線状に封止されているとともに、前記凹部
と前記封止部材とが、前記縁の一部において剥離しないように封止されていることを特徴
とする錠剤包装体。
（２）前記封止部材を開封する際の剥離強度が、開封途中の剥離強度より低い（１）に記
載の錠剤包装体。
（３）開封開始地点の接着領域の幅をＡとし、開封終了地点の接着領域の幅をＢとしたと
き、Ａ＜Ｂを満たす（１）または（２）に記載の錠剤包装体。
（４）前記凹部が複数設けられ、前記凹部毎に前記凹部の周囲に溝または切れ目が設けら
れ、前記凹部毎に分離可能に形成されている（１）から（３）のいずれか１つに記載の錠
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剤包装体。
（５）前記封止部材は、前記凹部毎に設けられている（１）から（４）のいずれか１つに
記載の錠剤包装体。
（６）前記凹部の高さは、前記錠剤の高さ以上で前記錠剤２個分の高さ以下である（１）
から（５）のいずれか１つに記載の錠剤包装体。
（７）前記封止部材は、巻回性を有し、前記凹部から前記封止部材を剥離する際に前記封
止部材が凹部と反対方向に反り形状となることを特徴とする（１）から（６）のいずれか
１つに記載の錠剤包装体。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、容易に錠剤を取り出すことができる錠剤包装体を提供することができ
る。また、本発明の一つの形態として、患者の誤飲を防止できる錠剤包装体を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施の形態に係る錠剤包装体の集合体の一例を示す模式的斜視図である
【図２】錠剤包装体の構造を説明するための模式的側断面図である
【図３】錠剤包装体の一例を示す模式的平面図である
【図４】錠剤包装体の一例を示す模式的平面図である
【図５】錠剤包装体の一例を示す模式的平面図である
【図６】錠剤包装体の一例を示す模式的平面図である
【図７】錠剤包装体の一例を示す模式的平面図である
【図８】図１から図２に示した錠剤包装体に複数の錠剤を収容した状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の錠剤包装体について、具体的な実施形態に基づいて詳細に説明する。
【００１１】
本発明の錠剤包装体は、複数の錠剤が収容可能な凹部と、前記凹部の開口を閉塞する封止
部材と、を有する錠剤包装体であって、前記封止部材は、前記凹部とイージーピール方式
で開封可能であって、前記凹部と、前記封止部材が、線シールにより封止されていること
を特徴とする。
【００１２】
前記錠剤包装体は、前記封止部材が前記凹部からイージーピール方式で開封可能であって
、線シールにより封止されている。ここで線シールとは、包装体の封止方法であって、包
装体の投入口、または取り出し口の縁を封止部材によって線状に封止する方法である。線
シールする方法は、特に限定されないが、例えば前記縁部分に接着剤を塗布する方法、封
止部材をヒートシールで封止する際に、シール台に線シールの形状に突起を作製してシー
ルする方法等が挙げられる。本発明は、線シールにより封止することにより、錠剤を周囲
の環境に拠らず安定に保管することができ、錠剤包装体内の錠剤の酸化や劣化を抑制する
ことができる。また、１個のみならず複数の錠剤、カプセル、サプリメント等を包装でき
る十分な容量を確保することができ、錠剤を取り出す作業を１度行うことで、必要な複数
種の錠剤を一度に取り出すことができ、患者が薬剤の種類を間違えて服用することを防ぐ
ことができる。一方、線シールの幅間隔を調節することで容易に前記封止部材の剥離強度
を調節することができ、お年寄り又は手先の不自由な患者であっても、容易に錠剤を取り
出すことができる錠剤包装体を提供することができる。ここで、凹部とは、前記錠剤包装
体における錠剤を投入することができる容器状の部分であって、錠剤包装体の底材に相当
する。一方、封止部材とは、前記錠剤包装体における開封時に剥離される部分であって、
前記錠剤包装体の蓋材に相当する。
【００１３】
また、前記錠剤包装体は、複数の錠剤と、複数の錠剤が収容可能な凹部と、前記凹部の開
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口を閉塞する封止部材と、を有する錠剤包装体であって、前記封止部材は、前記凹部とイ
ージーピール方式で開封可能であって、前記凹部と、前記封止部材が、線シールにより封
止されている。このような構造をとることにより、周囲の環境に拠らず安定に保管された
錠剤を提供することができ、錠剤包装体内の錠剤の酸化や劣化を抑制することができる。
また、１個のみならず複数の錠剤、カプセル、サプリメント等を包装でき、錠剤を取り出
す作業を１度行うことで、必要な複数種の錠剤を一度に取り出すことができ、患者が薬剤
の種類を間違えて服用することを防ぐことができる。一方、線シールの幅間隔を調節する
ことで容易に前記封止部材の剥離強度を調節することができ、お年寄り又は手先の不自由
な患者であっても、容易に錠剤を取り出すことができる錠剤包装体を提供することができ
る。
【００１４】
また、前記錠剤包装体は、開封開始の際の剥離強度を、開封途中の剥離強度より低くする
ことが好ましい。開封開始の際の剥離強度を低くすることで容易に封止部材を剥離するこ
とができる。したがって、お年寄り又は手先の不自由な患者、力の弱い方であっても確実
に封止部材の剥離を開始することができる。そして、一度開封し始めた場合には、剥離角
度や剥離にかけた力を維持しやすくなるため、開封途中の剥離強度が開封開始の剥離強度
より高くとも容易に開封を行うことができる。これにより、容易に錠剤を取り出すことが
でき、かつ、錠剤包装体の十分な密閉性を確保することができる。ここで開封開始の際の
剥離強度とは、開封開始部分の剥離強度である。また、開封開始部分の剥離強度とは、後
述する封止部材と凹部の接着部であって、かつ後述するつかみ部分の縁の部分における剥
離強度に相当し、例えば図３、図４、図５、図６、図７における１０６ｂの部分における
剥離強度に相当する。一方、開封途中の剥離強度とは、開封開始以降の剥離強度であれば
特に限定されないが、後述する封止部材と凹部の接着部の、つかみ部分の縁以外の部分に
おける剥離強度に相当し、例えば図３、図４、図５、図６、図７における１０６ａの部分
における剥離強度に相当する。
【００１５】
ここで開封開始の際の剥離強度は０．００１Ｎ以上６Ｎ以下が好ましく、０．００９Ｎ以
上３Ｎ以下が特に好ましい。前記下限値以上であることにより、保管時に誤って開封され
ることを十分防ぐことができ、前記上限値以下であることにより、お年寄り又は手先の不
自由な患者、力の弱い方であっても確実に開封が可能である。一方、開封途中の剥離強度
は０．００３Ｎ以上３０Ｎ以下が好ましく、０．０１Ｎ以上１５Ｎ以下が特に好ましい。
前記好ましい範囲内であることにより、お年寄り又は手先の不自由な患者、力の弱い方で
あっても確実に開封が可能となる。上記の剥離強度は、錠剤包装体について、１８０度ピ
ール測定等で測定することができる。
【００１６】
　また、剥離強度が開封時に開封途中で上昇することで、封止部材を凹部から完全に分離
させることを抑制することができるため、患者が封止部材を誤飲することを防止すること
ができる。
【００１７】
　前記剥離強度の設計方法は特に限定されず、例えば、凹部と封止部材を接着させている
接着剤の厚みに差を設けるような設計方法等が挙げられるが、開封開始地点の接着領域の
幅をＡとし、開封終了地点の接着領域の幅をＢとしたとき、Ａ＜Ｂを満たすように凹部と
封止部材を設計することが好ましい。このように設計することで、接着剤の組成設計を変
更せずに、開封途中の剥離強度より開封開始の剥離強度を小さくすることができる。この
ような設計にする方法は、例えば凹部全体を覆う大きさの封止部材を用いて凹部の縁部分
を線シールにより封止する方法や、封止部材を予め凹部における錠剤を投入する部分より
も一回り大きい形状に設計して凹部の縁部分で線シールにより封止する方法や、凹部全体
を封止部材で封止し、凹部における錠剤を投入する部分よりも一回り大きい形状で封止部
材に切れ目を入れる方法等が挙げられる。
【００１８】
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　ここで、Ａは０．１ｍｍ以上１０ｍｍ以下が好ましく、０．５ｍｍ以上５ｍｍ以下が特
に好ましい。前記下限値以上であることにより、前記錠剤包装体を十分に密閉することが
でき、封止後の前記錠剤包装体の保管時に封止部材が意図せず剥離してしまうことを防止
できる。一方、前記上限値以下であることにより、開封開始の際の剥離強度を低くするこ
とができ、お年寄り又は手先の不自由な患者、力の弱い方であっても確実に開封が可能で
ある。一方、Ｂは２０ｍｍ以上５０ｍｍ以下が好ましく、３０ｍｍ以上４０ｍｍ以下が特
に好ましい。前記下限値以上であることにより、開封終了の際の剥離強度が十分に強くな
り、封止部材を凹部から完全に分離させることを抑制することができるため、患者が封止
部材を誤飲することを防止することができる。
【００１９】
前記錠剤包装体は、前記封止部材が、前記凹部の縁の一部において、剥離しないようにす
ることが好ましい。このような構造をとることにより、封止部材を凹部から完全に分離さ
せることを抑制することができるため、患者が封止部材を誤飲することを防止することが
できる。
【００２０】
前記錠剤包装体は、前記凹部が複数設けられ、前記凹部毎に前記凹部の周囲に溝または切
れ目が設けられ、前記凹部毎に分離可能に形成されていることが好ましい。このような構
造をとることにより、複数の凹部の凹部毎に周囲に溝または切れ目が設けられるので、凹
部毎に分離することができる。また、必要な個数または自由な個数を持ち歩くことができ
、利便性を高めることができる。さらに、凹部毎の大きさは、人体の咽喉の通過が困難な
サイズであるため、錠剤包装体の誤飲を確実に防止することができる。切れ目の設計方法
として、例えば、ミシン目若しくはハーフカットなどがある。
【００２１】
前記錠剤包装体は、封止部材が凹部毎に設けられていることが好ましい。このような構造
をとることにより、凹部ごとに封止部材が設けられているので、凹部毎に開封を行うこと
ができる。その結果、封止部材の剥離時、または凹部の分離時に、意図しない凹部の封止
部材を剥離してしまうことを防ぐことができ、錠剤包装体内の錠剤の酸化や劣化を抑制す
ることができる。
【００２２】
前記錠剤包装体は、凹部の高さが、錠剤１個分の高さ以上で錠剤２個分の高さ以下である
ことが好ましい。このような構造をとることにより、凹部の高さは、錠剤１個分の高さ以
上で錠剤２個分の高さ以下であるので、錠剤が凹部の中において、重なることがない。す
なわち、凹部内の錠剤の有無検査を画像処理化する場合であっても、錠剤の個数または錠
剤の欠損を容易に検出することができる。なお、凹部の高さは、錠剤１個分の高さ以上で
錠剤２個分の高さ未満に設定してもよい。
【００２３】
前記錠剤包装体は、前記封止部材が、巻回性を有し、凹部から封止部材を剥離する際に封
止部材が凹部と反対方向に反り形状または巻き形状となることが好ましい。このような構
造をとることにより、開封後の封止部材が開口近傍に位置しないため、複数の錠剤を容易
に取り出し内服することができる。
【００２４】
以下、本実施の形態について説明を行う。本実施の形態に係る錠剤包装体は、複数の錠剤
包装体の集合体からなる。なお、本実施の形態において、錠剤は、サプリメント、薬剤、
およびカプセル状の薬剤のいずれをも含むものである。図１は、本実施の形態に係る錠剤
包装体の集合体１００の一例を示す模式的斜視図であり、図２は錠剤包装体１０１の構造
を説明するための模式的側断面図であり、図３、図４、図５、図６、図７は錠剤包装体１
０１の例を示す模式的平面図である。
【００２５】
図１に示すように、錠剤包装体の集合体１００は、錠剤包装体１０１が複数連接されて形
成される。１個の錠剤包装体１０１は、長さＬ１０１、幅Ｄ１０１からなる。また、錠剤
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包装体の集合体１００の長手方向は３６０ｍｍ以下、短手方向は３６０ｍｍ以下が好まし
い。その理由は、既存の薬袋やケースなどに入れることが可能な大きさとなり、それ以上
大きいと、錠剤包装体の集合体１００の持ち運びが困難となるからである。
【００２６】
　また、長さＬ１０１は、１０ｍｍより大きく約５０ｍｍ以下が好ましく、幅Ｄ１０１は
、１０ｍｍより大きく約５０ｍｍ以下が好ましい。すなわち、１０ｍｍ以上のサイズでな
ければ、最も小さな錠剤が２個入れることができず、５０ｍｍ以下であれば、最も大きな
カプセルが１０個は余裕で入るサイズで、且つ薬同士が重ならないように充填をスムーズ
に行うことができ、持ち運び性等の利便性にも優れるからである。
【００２７】
　また、錠剤包装体１０１の個々の間には、断続的な切り溝（スリット）１１０が設けら
れている。錠剤包装体１０１は、主に透明性を有する凹部１０３ａを含む底部１０３およ
び凹部を封止する封止部材１０２からなる。
【００２８】
　また、凹部１０３ａは、隣接する凹部１０３ａとの距離が、少なくとも５ｍｍ以上８０
ｍｍ以下の範囲内で形成される。この距離が５ｍｍ以下になると開封しづらくなり、８０
ｍｍ以上になると取り扱いづらくなるからである。
【００２９】
　また、凹部１０３ａを含む底部１０３と、凹部を封止する封止部材１０２とは、例えば
、シール機でヒートシールされることによって、またはインパルス方式によって接着され
る。
【００３０】
　次に、図２および図３、図４、図５、図６、図７に示すように、錠剤包装体１０１の封
止部材１０２の一部には、それぞれめくり部分でもある非接着部１０４および接着部１０
５、１０６が設けられる。ここで、めくり部分と反対側の接着部１０５は、剥離しないも
のとすることが好ましい。剥離しないものとすることで、封止部材が完全に分離すること
を防ぎ、患者が誤飲することを防止することができる。また、接着部１０５と１０６は異
なる素材で凹部と封止部材を接着させることもでき、同じ素材で接着させてもいい。同じ
接着素材であっても、開封時に、剥離部分の幅が接着部１０６と１０５で異なることによ
り、剥離強度が剥離部分の幅が広い接着部１０６の剥離強度が、剥離幅の狭い接着部１０
５の剥離強度より大きくなり、封止部材が完全に剥離することを防ぐことができる。なお
、蓋部１０２のイージーピール素材は、１８０度ピール強度測定によるピール強度が、３
０ｇ／１５ｍｍ以上、８００ｇ／１５ｍｍ以下のものが好ましく、より好ましくは５０ｇ
／１５ｍｍ以上、５００ｇ／１５ｍｍ以下である。
【００３１】
　また、凹部の形状は、図４、図５、図６、図７に示すように、開封開始部分の幅と比べ
て、開封終了部分の幅を広くすることが好ましい。このような構造をとることで、接着部
位の幅を線シールで封止し、開封開始地点の接着領域の幅をＡとし、開封終了地点の接着
領域の幅をＢとしたとき、Ａ＜Ｂを満たす設計とすることが容易になる。このような凹部
の構造とするために、例えば凹部を図４のようにめくり部分、開封開始部分に円弧状の形
状を導入することや、図５のように凹部の形状を三角形にすることや、図６に示すように
凹部を五角形形状にすることが好ましい。
【００３２】
めくり部分でもある非接着部１０４のつかみ幅は５ｍｍ以上、５０ｍｍ以下が好ましい。
より好ましくは１０ｍｍ以上、４０ｍｍ以下が好ましい。下限値を下回ると掴みづらく、
下限値を上回るとサイズが大きくなり取り扱い性が悪くなる。
【００３３】
　また、図２に示すように、錠剤包装体１０１の底部１０３は、熱成形により凹部１０３
ａが形成される。凹部１０３ａの高さＨは、内包される錠剤２０１、２０２、２０３のう
ち最も高い錠剤の高さよりも高く、高さＨは錠剤２０１、２０２、２０３のうち少なくと
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も２個の錠剤を重ねた高さよりも低い範囲で設けられる。また、凹部１０３ａは、図５、
図６、図７に示すように、平面的には半円形、三角形、五角形等が好ましいが、断面形状
は特に限定はされない。好ましくは、つかみ部分に向けて傾斜をつけた形状である。この
ような形状にすることで、つかみ部分の縁の方向に錠剤を出し易くなるため、そのまま口
に錠剤を流し込むことができる。
【００３４】
　図３、図４、図５、図６、図７、図８に示すように、当該凹部１０３ａには、複数の錠
剤２０１、２０２、２０３を収容することができる。ここで、錠剤２０１、２０２、２０
３とは、服用すべき人の症状にあわせて、一度に服用すべき複数種の薬剤または健康用の
サプリメント、カプセル等を含む。
【００３５】
　また、錠剤包装体１０１の封止部材１０２は、倦回性を有する。その結果、服用すべき
人が非接着部１０４を保持して錠剤包装体１０１を開封する。その場合、蓋部１０２のカ
ール性から、蓋部１０２が巻回し、凹部１０３ａの開口部を遮蔽しない。
【００３６】
　なお、本実施の形態においては、凹部１０３ａを含む底材は、一の素材からなることと
しているが、これに限定されず、基材、更には基材にバリア層など必要な機能を付与する
ための層を積層しても良い。
【００３７】
前記基材として、例えば、ポリエチレン系樹脂、ポリプロピレン系樹脂、環状ポリオレフ
ィン系樹脂、フッ素系樹脂、ポリスチレン系樹脂、アクリロニトリル－スチレン共重合体
（ＡＳ）樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ）樹脂、ポリ
塩化ビニル系樹脂、ポリ（メタ）アクリル系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリエチレ
ンテレフタレート樹脂、ポリエチレンナフタレート樹脂等のポリエステル系樹脂、ポリア
ミド系樹脂、ポリイミド系樹脂、ポリアミドイミド系樹脂、ポリアリールフタレート系樹
脂、シリコーン系樹脂、ポリスルホン系樹脂、ポリフェニレンスルフィド系樹脂、ポリエ
ーテルスルホン系樹脂、ポリウレタン系樹脂、アセタール系樹脂、セルロース系樹脂など
の各種樹脂が用いられる。これらの樹脂は、単独で用いられてもよいし、複数の種類を共
重合させて用いられてもよいし、複数の種類をブレンド、多層化させて用いられてもよい
。基材の厚みは、３０μｍ以上１０００μｍ以下であることが好ましい。更に好ましくは
５０μｍ以上、８００μｍ以下が好ましい。
【００３８】
　前記基材を形成する樹脂に、本発明の趣旨が損なわれない範囲で、酸化防止剤、紫外線
吸収剤、水分吸収剤、酸素吸収剤、光安定剤、滑剤、アンチブロッキング剤、帯電防止剤
、界面活性剤、染料、顔料、難然剤、可塑剤、結晶造核剤などの添加剤が含まれていても
よい。
【００３９】
　前記バリア層は、前記錠剤包装体の外部から侵入する特定気体および光の少なくとも一
方の透過を制限する。そのため、前記錠剤包装体は、薬剤を長期間保管することができる
。特定気体とは、薬剤に悪影響を及ぼす気体、例えば、水蒸気および酸素などである。光
とは、具体的に紫外線などである。
【００４０】
　水蒸気をバリアすることを目的としたバリア層の材料として、例えば、アルミニウム箔
のような金属箔、フッ素樹脂、ポリ塩化ビニリデン、環状ポリオレフィン、高密度ポリエ
チレン等の水分バリア性を有する樹脂が用いられる。このバリア層を有する前記凹部にか
かる透湿度は、１０ｇ／ｍ２・２４ｈ以下であることが好ましく、５ｇ／ｍ２・２４ｈ以
下であることがより好ましい。なお、この透湿度の測定は、前記凹部の材料となる基材ま
たは基材にバリア層が積層されたもの（以下、「基材シート」という）の透湿度をＪＩＳ
　Ｚ　０２０８に準拠して測定することによって行われる。
【００４１】
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　水分を吸収する材料として、シリカゲル、ゼオライト、ミョウバンなどを樹脂に練りこ
むなどして、外部からの水分をバリアするだけでなく、包装内部の水分も除去することが
できるバリア層を作製することができる。
【００４２】
　酸素をバリアすることを目的としたバリア層の材料として、例えば、アルミニウム箔の
ような金属箔、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルアルコール、エチレン－酢酸ビニル共重
合体ケン化物（エチレン－ポリビニルアルコール共重合体）等が用いられる。
【００４３】
　また、酸素を吸収する材料として、還元鉄、亜硫酸塩などの無機系のものに必要に応じ
て反応促進剤としてハロゲン化金属を添加したのもの、アスコルビン酸、ＭＸＤ６ナイロ
ン、二重結合系ポリマー（不飽和ポリオレフィン系樹脂など）、シクロヘキセン基をもつ
ポリマーなどの有機系のものに、必要に応じて反応促進剤として遷移金属触媒（コバルト
塩など）を添加した材料に用いることで、外部からの酸素をバリアするだけでなく、包装
内部の酸素も除去することができる。
【００４４】
　紫外線をバリアすることを目的としたバリア層の材料として、例えば、紫外線吸収剤ま
たは顔料を含有する樹脂薄膜などが用いられる。このバリア層を有する基材シートにかか
る光線透過曲線の９０％吸収波長は、６００ｎｍ以下であることが好ましい。なお、この
基材シートの光線透過曲線の９０％吸収波長の測定は、基材シートの光線透過曲線の９０
％吸収波長を紫外可視分光光度計（日本分光株式会社製、品名：Ｖ－６５０）で測定する
ことによって行われる。
【００４５】
　特定気体および光をバリアするバリア層の材料として、例えば、透明樹脂フィルムに、
酸化アルミニウム、酸化珪素、酸化マグネシウムあるいはそれらの混合物などの無機酸化
物からなる蒸着薄膜層が形成されたものが用いられる。なお、このバリア層では、必要に
応じて、透明樹脂フィルム上に透明プライマー層が形成されてもよいし、または蒸着薄膜
層上にガスバリア被膜層が形成されてもよい。
【００４６】
　バリア層が樹脂層である場合、バリア層の厚みは、３０μｍ以上５００μｍ以下である
ことが好ましい。更に好ましくは５０μｍ以上３００μｍ以下である。また、バリア層が
有機珪素化合物、金属または金属酸化物の蒸着膜層である場合、バリア層の厚みは、０．
５ｎｍ以上４００ｎｍ以下であることが好ましい。
【００４７】
　なお、上記の凹部１０３ａに用いる各種材料は、充填された薬が処方とおりであるかな
ど容器に充填された内容物の状態が確認できる程度に透明性を有するものが望ましい。具
体的には全光線透過率８０％以上、ヘイズ３０％以下が更に好ましい。
【００４８】
　また、本実施の形態に係るイージーピール素材は、界面から剥がれる界面剥離タイプ、
シール層と隣接層の層間で剥がれる層間剥離タイプ、および凝集破壊することで剥がれる
凝集剥離タイプのいずれのタイプであっても良い。例えば、凝集剥離タイプのイージーピ
ール機能の付与は、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）樹脂、エチレン－メチルメ
タクリレート共重合体（ＥＭＭＡ）樹脂、エチレン－エチルアクリレート共重合体（ＥＥ
Ａ）樹脂、エチレン－メチルアクリレート共重合体（ＥＭＡ）樹脂、エチレン－アクリレ
ート共重合体（ＥＡＡ）樹脂、エチレン－メタクリル酸共重合体（ＥＭＡＡ）樹脂、アイ
オノマー（ＩＯＮ）樹脂、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）樹脂および直鎖状低密度ポリ
エチレン（ＬＬＤＰＥ）等と、ポリプロピレン（ＰＰ）樹脂とを混合することで達成され
る。ここで用いられるＰＰ樹脂は、ポリプロピレンのホモポリマー、プロピレン－エチレ
ンのランダムコポリマー、およびプロピレン－エチレンのブロックコポリマーのいずれの
タイプであっても良い。
【００４９】
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（Ａ）
　以上のように、本実施の形態に係る錠剤包装体１０１においては、複数個の錠剤２０１
、２０２、２０３を凹部１０３ａに収容することができる。したがって、錠剤２０１、２
０２、２０３を取り出す作業を１度行うことで、必要な複数種の錠剤２０１、２０２、２
０３を一度に取り出すことができ、患者が錠剤の種類および個数を間違えて服用すること
を防ぐことができる。また、封止部材１０２が、線シールであることから、複数個の錠剤
を含められる容量を確保し、十分な密閉性を確保し、一方でイージーピール方式からなる
ので、お年寄り又は手先の不自由な患者であっても、容易に複数個の錠剤２０１、２０２
、２０３を取り出し、服用することができる。
【００５０】
（Ｂ）
　錠剤包装体１０１において、封止部材１０２のは、接着部１０６において、開封開始の
際の剥離強度が、開封途中の剥離強度より低いことが好ましく、例えば開封途中部分１０
６ａの剥離強度より開封開始部分１０６ｂの剥離強度が小さいことが好ましい。このよう
な設計とすることで、お年寄り又は手先の不自由な患者が力不足で開封できないという問
題を防止することができる。また、ピール強度は、３０ｇ／１５ｍｍ以上、８００ｇ／１
５ｍｍ以下が好ましく、より好ましくは５０ｇ／１５ｍｍ以上、５００ｇ／１５ｍｍ以下
である。
【００５１】
（Ｃ）
　錠剤包装体１０１において、封止部材１０２の接着部１０６において、開封開始地点の
接着領域の幅をＡとし、開封終了地点の接着領域の幅Ｂとしたとき、Ａ＜Ｂを満たすこと
が好ましい。このような設計とすることで、お年寄り又は手先の不自由な患者が力不足で
開封できないという問題を防止することができる。
【００５２】
（Ｄ）
　錠剤包装体１０１において、封止部材１０２と凹部１０３ａの縁であるピール不可部１
０５とは、剥離しないことが好ましい。蓋部１０２と凹部１０３ａとの分離を防止したり
、蓋部１０２と凹部１０３ａとの剥離を容易にしたりすることができる。その結果、開封
性を高めつつ、凹部１０３ａ内の錠剤を服用する際に、封止部材１０２を誤飲することを
防止できる。
【００５３】
（Ｅ）
　また、錠剤包装体１０１の集合体１００は、凹部１０３ａが複数設けられ、凹部１０３
ａ毎に凹部１０３ａの周囲に切り溝１１０が設けられ、凹部１０３ａ毎に分離可能に形成
されている。この場合、複数の凹部１０３ａの凹部１０３ａ毎に周囲に切り溝１１０が設
けられるので、凹部１０３ａ毎に分離することができる。また、錠剤包装体１１０を必要
な個数または自由な個数を持ち歩くことができ、利用者の利便性を高めることができる。
さらに、凹部１０３ａ毎の大きさは、人体の咽喉の通過が困難なサイズであるため、誤飲
することを確実に防止することができる。
【００５４】
（Ｆ）
　また、錠剤包装体１０１の集合体１００において、錠剤包装体１０１の封止部材１０２
は、凹部１０３ａ毎に設けられている。この場合、凹部１０３ａごとに蓋部１０２が設け
られているので、凹部１０３ａ毎に開封を行うことができる。
【００５５】
（Ｇ）
　また、錠剤包装体１０１において、凹部１０３ａの高さは、錠剤２０１、２０２、２０
３の高さ以上で錠剤２０１、２０２、２０３のうちいずれか２個分の高さ以下であること
が好ましい。このように設計することで、凹部１０３ａの高さＨは、錠剤２０１、２０２
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るので、錠剤２０１、２０２、２０３が凹部１０３ａの中において、重なることを防止す
ることができる。このため、凹部１０３ａ内の錠剤有無検査を画像処理化することが容易
となる。
　錠剤包装体１０１において、封止部材１０２は、凹部１０３ａの周囲の一部にピール不
可部１０５を有することが好ましい。このように設計することで、封止部材１０２を開封
した際に、凹部１０３ａと封止部材１０２とが分離せず、凹部１０３ａ内の錠剤２０１、
２０２、２０３を服用する際に、封止部材１０２を誤飲することを防止することができる
。
【００５６】
（Ｈ）
　錠剤包装体１０１において、封止部材１０２は、巻回性を有し、凹部１０３ａから封止
部材１０２を剥離する際に封止部材１０２が反り形状となる。したがって、開封後の封止
部材１０２が開口近傍に位置しないため、複数の錠剤２０１、２０２、２０３を容易に取
り出し内服することができる。
【００５７】
　本発明においては、錠剤２０１、２０２、２０３が複数個の錠剤に相当し、凹部１０３
ａを有する底部１０３が収容可能な凹部に相当し、蓋部１０２が封止部材に相当し、錠剤
包装体１０１および錠剤包装体１０１の集合体１００が錠剤包装体に相当し、接着部１０
５が剥離しないことが好ましい接着部であって、凹部の縁の一部に相当し、接着部１０６
は開封時に剥離し易い接着部であり、凹部の縁の一部に相当し、切り溝１１０が溝または
切れ目に相当する。
【００５８】
　本発明の好ましい一実施の形態は上記の通りであるが、本発明はそれだけに制限されな
い。本発明の精神と範囲から逸脱することのない様々な実施形態が他になされることは理
解されよう。さらに、本実施形態において、本発明の構成による作用および効果を述べて
いるが、これら作用および効果は、一例であり、本発明を限定するものではない。
【符号の説明】
【００５９】
　１００　錠剤包装体の集合体
　１０１　錠剤包装体
　１０２　蓋部
　１０３ａ　凹部
　１０３　底部
　１０４　非接着部（つかみ部分）
　１０５　接着部（剥離しない部分）
　１０６　接着部
　１０６ａ　接着部（剥離途中部分）
　１０６ｂ　接着部（剥離開始部分）
　１１０　切り溝（スリット）
　２０１、２０２、２０３　錠剤
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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